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飼料作物の作付（栽培）面積（令和５年産）

表 -1　令和５年産飼料作物の作付⾯積・収穫量

畜産経営コストに占める飼料費の割合は高く，粗飼料の給与
が多い牛で４～５割，濃厚飼料中心の豚・鶏で６～７割を占める。
令和４年度（概算）の飼料自給率（全体）は 26％（TDN ベース：
カロリーに近い概念。家畜が消化できる養分の総量）と低い水
準である。

そこで，農林水産省では，飼料自給率の令和 12 年度目標を
34％に高めることを掲げている。このため，耕畜連携の推進や，
外部組織による飼料生産の効率化，青刈りとうもろこし等の高
栄養飼料作物の生産拡大，草地の生産性向上等により，国産飼
料の生産・利用の拡大を進めることが重要としている。

畜産における飼料供給割合は，主に国産が占める粗飼料が
20％で，輸入が占める濃厚飼料が 80％の構成であるが，目標で
は粗飼料自給率は 78％から 100％へ，濃厚飼料自給率は 13％
から 15％を目指している。

令和５年産飼料作物の作付（栽培）面積及び収穫量を，令和
６年３月公表の作物統計調査から，都道府県別の作付面積上位
を含めて表 -1 に示した。

牧草の作付（栽培）面積は 705,200ha で，前年産に比べ１％
減少。近年，規模拡大等により草地管理にかける時間が減少し，
草地改良率の低下（草地更新・整備面積：1.6 万 ha，更新・整備率：
3.0％）や，難防除雑草の対策が課題となっている。

青刈りとうもろこしの作付面積は 97,200ha で，前年産に比
べ１％ 増加。栄養価が高く，濃厚飼料の低減にも寄与し，関東
以西の暖地では二期作も可能なので，酪農経営には重要な飼料
作物である。

ソルゴーの作付面積は 11,700ha で，前年産に比べ２％の減
少である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

都道府県 作付⾯積 ha 収穫量 t 都道府県 作付⾯積 ha 収穫量 t 都道府県 作付⾯積 ha 収穫量 t
全 国  705,200 23, 951,000 全 国 97,200 4,939,000 全 国 11,700 488,900
北海道 522,300 16, 975,000 北海道 60,400 3,316,000 宮 崎 2,200 114,200
岩 ⼿ 33,900  932,300 栃 ⽊ 5,280 266,600 ⻑ 崎 2,030 81,800
⿅児島 18,000 1, 067,000 岩 ⼿ 4,820 192,800 ⿅児島 1,240 62,700
⻘ 森 17,600  468,200 宮 崎 4,480 203,800 ⼤ 分 676 33,900
宮 崎 15,300  884,300 熊 本 3,300 146,200 兵 庫 643 14,700
熊 本 13,500  553,500 茨 城 2,460 115,600 熊 本 618 32,500
宮 城 11,700  217,600 群 ⾺ 2,420 118,800 千 葉 408 18,400
栃 ⽊ 7,740  301,900 福 島 1,530 63,000 茨 城 317 12,000

表−1 令和５年産飼料作物の作付⾯積・収穫量

牧草 ⻘刈りとうもろこし ソルゴー

図 -4　オリジナルラベル（右）と再同定後のアノテーションスリップ（左） 図 -5　昆虫標本と標本ラベル

2023 年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，2024 年 6 月 4 日 ( 火 ) に Zoom を用いた Web 会議に

おいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 26 名，委託関係者 28 名

ほか，計 64 名の参集を得て，除草剤 2 薬剤 (11 点 )，生育

調節剤 4 薬剤 (16 点 ) について，試験成績の報告と検討が

行われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41.0% 
 
 
[ニューファム]  

カンキツ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討(3年目) 

実・継 実) 
[カンキツ:一年生雑草] 
・春～夏期 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
[カンキツ:多年生イネ科雑草] 
・春～夏期 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・500mL<50L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
[カンキツ:多年生広葉雑草] 
・春～夏期 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・500～1000mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(多年生イネ科雑草
500mL<25L,100L>,1000mL<25L,50L>) 

  ビワ 生育期処理の一年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討(4年目) 

実・継 実) 
[ビワ:一年生雑草] 
・春～夏期 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<50～100L>/10a 
・茎葉処理(樹間・樹冠下) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(多年生雑草) 

ビワ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討(4年目) 

2.ブロマシル 水和 
ブロマシル:80.0% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  
  

パイナッ
プル 

発生前の一年生雑草および多年生雑
草を対象としたパイナップル生育期
での土壌処理(畦間・株間)による適用
性の検討(初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

パイナッ
プル 

生育期(草丈10㎝以下)の一年生雑草
および多年生雑草を対象としたパイ
ナップル生育期での茎葉処理(畦間・
株間)による適用性の検討(初年目) 
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B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.CS-17H 水和 
炭酸カルシウム:95.0% 

[白石カルシウム] 

温州 
ミカン 

温州ミカンに対する日焼け軽減効果
の検討(適用性3年目) 

実・継 実) 
[温州ミカン;日焼け軽減] 
・日焼け果発生前 
・25～50倍<十分量> 2回 
・散布(果実表面に十分付着するよう) 
注) 
・散布間隔は1か月が目安 
・降雨により効果が劣る場合がある 
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある 

継) 
・効果・薬害の確認(せとか) 

せとか せとかに対する日焼け軽減効果の検
討(適用性3年目) 

2.CS-22H 水和 
炭酸カルシウム:91.0% 

[白石カルシウム] 

温州 
ミカン 

温州ミカンに対する果皮水分減少促
進(予措促進)効果の検討(適用性
3年目,薬量拡大100倍→200倍) 

実・継 実) 
[温州ミカン;浮皮軽減] 
・着色初期 
・100～200倍<十分量> 1～2回 
・散布(果実表面に十分付着するよう) 
注) 
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある 

[温州ミカン;果皮水分減少促進] 
・収穫前 8分着色 
・100～200倍<十分量> 1回 
・散布(果実表面に十分付着するよう) 
注) 
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある 

継) 
・果皮水分減少促進を目的とした効果・薬害の確
認(不知火・100倍・収穫2週間前)

3.ジベレリン 液 
ジベレリン:0.63%(5g/L) 

[住友化学] 

温州 
ミカン 

温州ミカンにおける着色終期での果
実散布によるクラッキング軽減効果
の検討(適用性:2年目) 

実 実) 
[温州ミカン;クラッキング軽減] 
・着色6～8分 
・1ppm<十分量(100～400L/10a)> 
・果実散布 

注) 
・緑斑がみられる場合がある 

4.ジベレリン 水溶 
ジベレリン:3.1% 

[愛媛県農林水産研究所
果樹研究センターみかん
研究所] 

愛媛果試
第48号 

愛媛果試第48号に対する水腐れ軽減
効果の検討 

実・継 実) 
[不知火,愛媛果試第28号,愛媛果試第48号,清見;
水腐れ軽減] 
・着色終期 
・0.5～1ppm<十分量> 
・果実散布 

[ポンカン;水腐れ軽減] 
・着色始期～3,4分着色期 
・0.5ppm<十分量> 
・立木全面散布 
注)着色が遅れることがある 

[カラ;水腐れ軽減] 
・着色終期 
・1ppm<十分量> 
・果実散布 

継) 
・温州ミカン,はれひめ,伊予柑,媛小春に対する
効果・薬害の確認(0.5ppm,1ppm)
・カラに対する効果・薬害の確認(0.5ppm)
・ポンカン着色終期処理での効果・薬害の確認

清見 清見に対する水腐れ軽減効果の検討
(適用性:3年目) 

媛小春 媛小春に対する水腐れ軽減効果の検
討(適用性:初年目) 
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